
発達障害情報・支援
センター情報提供
センター長 西牧 謙吾



埼玉県所沢市
ととろの森
航空記念公園で有名
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〇リハビリテーションに関する企画立案及び情報収集・情報提供
〇高次脳機能障害及び発達障害に関する情報収集・調査
〇国際協力事業の実施

〇リハビリテーションに関する相談
〇自立訓練及び就労移行支援の実施

〇総合的リハビリテーション医療の提供
〇障害者の健康増進及び運動医科学支援

〇リハビリテーション技術・福祉機器の
研究開発

〇リハビリテーション専門職の養成・研修

病 院

自立支援局

研究所

学 院

企画・情報部

国立障害者リハビリテーションセンターは、障害者リハビリテーションの中核機関として、障害者の自立及び社会参加を支
援し、障害者の生活機能全体の維持・回復のため、先進的・総合的な保健・医療・福祉サービスを提供。

○総合的リハビリテーション医療の提供 ○障害者の自立訓練及び就労移行支援の実施 ○リハビリテーション技術・福祉機器の研究開発
○障害者の健康増進及び運動医科学支援 ○リハビリテーション専門職の育成と能力向上 ○リハビリテーションに関する国際協力

センターの役割 〈我が国の障害者リハビリテーションの中核機関〉

管理部

国立視力障害センター
（函館、神戸、福岡）

国立重度障害者センター
（別府）

国立福祉型障害児入所施設
秩父学園（所沢）

〇視覚障害者に対する自立訓練

及び就労移行支援の実施

〇重度の肢体不自由者に対する
自立訓練の実施

〇知的障害や発達障害のある
児童に対する保護・指導の実施

国立障害者リハビリテーションセンター
（所在地）埼玉県所沢市

国立障害者リハビリテーションセンターの概要

発達障害情報・支援センター

高次脳機能障害情報・支援センター

障害者健康増進・運動医科学
支援センター

※28.7伊東重度障害者センターを国リハに統合 2



■発達障害情報･支援センター webサイト http://www.rehab.go.jp/ddis/

・正確でエビデンスのある情報の
収集および整理

・発達障害に関する研究情報、
イベント情報の収集および整理

・有識者、研究者等を招集し、
情報分析会議で検討

・記事の執筆及び定例会議にて
ウェブサイト掲載記事の確認

・ウェブサイト運営
（週１回更新）

・全国の発達障害者支援センター
等への情報提供

情報収集

・支援者向けセミナーの開催
・世界自閉症啓発デー日本
実行委員

・国研修の企画、立案
・全国合同会議の主催

・地域の困難事例の把握と
支援の協働

・好事例の情報収集
・地域における研修の企画、
開催

・地域支援マネジャー全国
会議の開催

・厚生労働省、外部専門家と
連携して自治体を訪問

・発達障害支援体制の整備、
構築を支援

・自治体の好取組事例を情報
収集

情報分析 情報発信

自治体訪問 普及・啓発 地域支援推進

発達障害に関する国民の理解を促
進し、発達障害のある人たちが自
信や誇りをもって生活できるよう
に、信頼のおける情報を提供する
とともに、様々な形での間接支援
を行っています。

（令和２年４月）

・厚生労働科学研究
・AMED
・東日本大震災の
被災地での調査等

調査・研究
・国立のぞみの園
・発達障害者支援センター
・発達障害教育推進センター

連携

・ﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実現
・教育分野と福祉分野の
コーディネート

教育・福祉連携推進
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5

令和2年度支援者向けWEBセミナー

2020年

11月21日 13:00-16:00
日時 土

「外国にルーツをもつ発達障害児の発達支援と
保護者支援」

【基調講演】

第１部

🔸「障害のある外国人児童生徒への支援について」
文部科学省総合教育政策局国際教育課 外国人児童生徒専門官 小林美陽氏

🔸「『やさしい日本語』でわかりやすさを届けよう」
一般社団法人やさしいコミュニケーション協会 黒田友子氏

🔸「母子保健・子育て支援の現場へ、必要な情報を届けよう」
国際医療福祉大学 森山ますみ氏

🔸「多文化共生の視点でつながろう」
一般財団法人 自治体国際化協会（CLAIR/クレア） 藤波香織氏

第２部

【パネルディスカッション】
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支援者向けセミナー 報告

受講者数/申込者数 ： 600名/1,051名

受講申込者の主な領域

教育:33%、福祉:24%、外国人支援:22%

保健・医療:22%

海外からも11名の申込みがあった

事後アンケートは5段階評価で、満足ととて
も満足を合わせて91%と高評価だった
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発達障害者地域支援マネジャー全国会議
時 間 内 容 備 考

9：00～ 開会・オリエンテーション

9：25～
行政説明「発達障害者支援施策について」
厚生労働省 発達障害施策調整官 田中 尚樹氏

10：00～
基調講演「地域支援マネジャー誕生の経緯と今後への期待」
日本相談支援専門員協会顧問 福岡 寿氏

質疑応答含

11：50～ 休憩

12：50～
情報提供「発達障害者地域支援推進事業」
発達障害情報・支援センター 加藤 潔

13：15～

実践報告
① 市町村支援

大阪府発達障がい者支援センターアクトおおさか
発達障害者地域支援マネージャー 柳屋 美香氏

おかやま発達障害者支援センター
発達障害者地域支援マネージャー 今出 大輔氏

① 事業所支援（困難事例にかかわって）
横浜市発達障害者支援センター
発達障害者地域支援マネジャー 米澤 巧美氏

障害児者サポートセンターふがく（静岡県）
発達障害者支援コーディネーター 小野 美和氏

20分ずつの取り組み紹介＆
質疑応答

15：35～ ご近所さんと顔合わせ～ブロック単位で情報交換

1５：55～

全体協議「いくつかの話題について意見交換」
進行 発達障害情報・支援センター 加藤 潔

総 評
厚生労働省 発達障害施策調整官 田中 尚樹氏
厚生労働省 発達障害対策専門官 加藤 永歳氏

全体協議のことについては
次のページで少しだけ補足
します。

16：55～ 閉会
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発達障害者地域支援マネジャー全国会議 報告

申込者数 ： 134名

分類

支援センター内配置のマネジャー:37%

支援センター外配置のマネジャー:31%

支援センター職員(マネジャー以外):22%

自治体職員:10%

アンケートは5段階評価で、満足と大満足を合
わせて91%と高評価だった
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教育と福祉の連携に関する発達障害者支援人材育成のための
研修カリキュラム検討会議 令和2年度 事業計画

目的 ： 令和元年度の「発達障害に係る教員や支援者の専門性の在り方等に関する検討会議」で作成された研
修カリキュラムのうち、共通以外の教育分野・福祉分野・医療分野・保健分野・労働分野の各項目について検討
会議及びワーキンググループにおいて検討し、研修カリキュラムを作成する。併せて令和３年度以降の現場での
研修カリキュラムの活用を進めていくための具体的な活用・普及方策等について検討し、実施ガイドを作成する。

研修カリキュラムの
作成

検討会議

教育・福祉・保健・医療・労
働・親の会の各分野より構成

検討会議の内容を踏まえ、
シラバスの執筆を担当

有識者

ワーキンググループ

研修プログラムの提案

研修の実証による
効果検証・改善

厚労省、発達障害情報・支援センター 文科省、発達障害教育推進センター事業内容 ：

情報共有
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出生・1.6健診・3健診・就学前健診

医療

病院、保健センター、子育て支援センター、
児童発達支援事業所、幼稚園、保育園等

就学相談

中学校（通常級、特学、通級）・特支中学部

大学・一般就労・福祉就労等

高校（通常級、通級）・特支高等部等

保健 福祉

福祉教育医療
新小１：引継ぎ会議・支援者会議

中１：引継ぎ会議・支援者会議

高１：引継ぎ会議・支援者会議

移行：引継ぎ会議・支援者会議

小学校（通常級、特学、通級）・特支小学部

個別の教育支援計画・個別の指導計画

放デイ：B

放デイ：A

相談支援事業所

保護者

担任

特別支援教育コーディネーター

小４：引継ぎ会議・支援者会議

サービス等利用計画

個別支援計画

個別の教育支援計画 ・ 個別の指導計画

障害児支援利用計画

保健
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発達障害ポータルサイト
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※この資料は現在構築中のイメージであり、
名称やロゴ等は変更される可能性があります。
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